
２０２６年２月２２日 ガラテヤ４：１－７ 

説教題 「あなたがたは子である」 

 

    【今日の説教から】 

先週の水曜日から受難節に入りました。「いわゆるこの世のもろもろの霊力の下に、縛られ

ていた」、罪の奴隷となっていた私たちを御子のあがないによって救い出してくださいまし

た。コロサイ１章にこうある通りです。「神は、わたしたちをやみの力から救い出して、そ

の愛する御子の支配下に移して下さった。」 

イエス様もヨハネ８章にあるようにこう語られました。 

「もしわたしの言葉のうちにとどまっておるなら、あなたがたは、ほんとうにわたしの弟子

なのである。また真理を知るであろう。そして真理は、あなたがたに自由を得させるであろ

う」。 

この「自由」という言葉に律法学者たちは反発しました。 

「わたしたちはアブラハムの子孫であって、人の奴隷になったことなどは、一度もない。ど

うして、あなたがたに自由を得させるであろうと、言われるのか」、そしてイエス様は語ら

れました。 

「よくよくあなたがたに言っておく。すべて罪を犯す者は罪の奴隷である。そして、奴隷は

いつまでも家にいる者ではない。しかし、子はいつまでもいる。だから、もし子があなたが

たに自由を得させるならば、あなたがたは、ほんとうに自由な者となるのである。」 

イエス様はゲッセマネの園で苦しみながら「アバ、父よ」と祈られました。そしてその贖い

のおかげで私たちも子とされ、父なる神を「アバ、父よ」と呼ぶことが出来るのです。 

 

 

序 「エリ・エリ・レマ・サバクタニ(わが神、わが神、なにゆえわたしを捨てられるので

すか)」 

詩篇 22:1 わが神、わが神、なにゆえわたしを捨てられるのですか。なにゆえ遠く離れてわ

たしを助けず、わたしの嘆きの言葉を聞かれないのですか。 

 22:2 わが神よ、わたしが昼よばわっても、あなたは答えられず、夜よばわっても平安を得

ません。 

 22:3 しかしイスラエルのさんびの上に座しておられる／あなたは聖なるおかたです。 

 22:4 われらの先祖たちはあなたに信頼しました。彼らが信頼したので、あなたは彼らを助

けられました。 

 22:5 彼らはあなたに呼ばわって救われ、あなたに信頼して恥をうけなかったのです。 

 22:6 しかし、わたしは虫であって、人ではない。人にそしられ、民に侮られる。 

 22:7 すべてわたしを見る者は、わたしをあざ笑い、くちびるを突き出し、かしらを振り動

かして言う、 



 22:8 「彼は主に身をゆだねた、主に彼を助けさせよ。主は彼を喜ばれるゆえ、主に彼を救

わせよ」と。 

 22:9 しかし、あなたはわたしを生れさせ、母のふところにわたしを安らかに守られた方で

す。 

 22:10 わたしは生れた時から、あなたにゆだねられました。母の胎を出てからこのかた、

あなたはわたしの神でいらせられました。 

 22:11 わたしを遠く離れないでください。悩みが近づき、助ける者がないのです。 

 22:12 多くの雄牛はわたしを取り巻き、バシャンの強い雄牛はわたしを囲み、 

 22:13 かき裂き、ほえたけるししのように、わたしにむかって口を開く。 

 22:14 わたしは水のように注ぎ出され、わたしの骨はことごとくはずれ、わたしの心臓は、

ろうのように、胸のうちで溶けた。 

 22:15 わたしの力は陶器の破片のようにかわき、わたしの舌はあごにつく。あなたはわた

しを死のちりに伏させられる。 

 22:16 まことに、犬はわたしをめぐり、悪を行う者の群れがわたしを囲んで、わたしの手

と足を刺し貫いた。 

 22:17 わたしは自分の骨をことごとく数えることができる。彼らは目をとめて、わたしを

見る。 

 22:18 彼らは互にわたしの衣服を分け、わたしの着物をくじ引にする。 

 22:19 しかし主よ、遠く離れないでください。わが力よ、速く来てわたしをお助けくださ

い。 

 22:20 わたしの魂をつるぎから、わたしのいのちを犬の力から助け出してください。 

 22:21 わたしをししの口から、苦しむわが魂を野牛の角から救い出してください。 

 22:22 わたしはあなたのみ名を兄弟たちに告げ、会衆の中であなたをほめたたえるでしょ

う。 

 22:23 主を恐れる者よ、主をほめたたえよ。ヤコブのもろもろのすえよ、主をあがめよ。

イスラエルのもろもろのすえよ、主をおじおそれよ。 

 22:24 主が苦しむ者の苦しみをかろんじ、いとわれず、またこれにみ顔を隠すことなく、

その叫ぶときに聞かれたからである。 

 22:25 大いなる会衆の中で、わたしのさんびはあなたから出るのです。わたしは主を恐れ

る者の前で、わたしの誓いを果します。 

 22:26 貧しい者は食べて飽くことができ、主を尋ね求める者は主をほめたたえるでしょう。

どうか、あなたがたの心がとこしえに生きるように。 

 22:27 地のはての者はみな思い出して、主に帰り、もろもろの国のやからはみな、み前に

伏し拝むでしょう。 

 22:28 国は主のものであって、主はもろもろの国民を統べ治められます。 

 22:29 地の誇り高ぶる者はみな主を拝み、ちりに下る者も、おのれを生きながらえさせえ



ない者も、みなそのみ前にひざまずくでしょう。 

 22:30 子々孫々、主に仕え、人々は主のことをきたるべき代まで語り伝え、 

 22:31 主がなされたその救を／後に生れる民にのべ伝えるでしょう。 

 

序 アバ父よ 

マルコ 14:34 「わたしは悲しみのあまり死ぬほどである。ここに待っていて、目をさまし

ていなさい」。 

 14:35 そして少し進んで行き、地にひれ伏し、もしできることなら、この時を過ぎ去らせ

てくださるようにと祈りつづけ、そして言われた、 

 14:36 「アバ、父よ、あなたには、できないことはありません。どうか、この杯をわたし

から取りのけてください。しかし、わたしの思いではなく、みこころのままになさってくだ

さい」。 

 

 

序 真理は、あなたがたに自由を得させるであろう 

ヨハネ 8:27 彼らは、イエスが父について話しておられたことを悟らなかった。 

 8:28 そこでイエスは言われた、「あなたがたが人の子を上げてしまった後はじめて、わた

しがそういう者であること、また、わたしは自分からは何もせず、ただ父が教えて下さった

ままを話していたことが、わかってくるであろう。 

 8:29 わたしをつかわされたかたは、わたしと一緒におられる。わたしは、いつも神のみこ

ころにかなうことをしているから、わたしをひとり置きざりになさることはない」。 

 8:30 これらのことを語られたところ、多くの人々がイエスを信じた。 

 8:31 イエスは自分を信じたユダヤ人たちに言われた、「もしわたしの言葉のうちにとどま

っておるなら、あなたがたは、ほんとうにわたしの弟子なのである。 

 8:32 また真理を知るであろう。そして真理は、あなたがたに自由を得させるであろう」。 

 8:33 そこで、彼らはイエスに言った、「わたしたちはアブラハムの子孫であって、人の奴

隷になったことなどは、一度もない。どうして、あなたがたに自由を得させるであろうと、

言われるのか」。 

 8:34 イエスは彼らに答えられた、「よくよくあなたがたに言っておく。すべて罪を犯す者

は罪の奴隷である。 

 8:35 そして、奴隷はいつまでも家にいる者ではない。しかし、子はいつまでもいる。 

 8:36 だから、もし子があなたがたに自由を得させるならば、あなたがたは、ほんとうに自

由な者となるのである。 

 8:37 わたしは、あなたがたがアブラハムの子孫であることを知っている。それだのに、あ

なたがたはわたしを殺そうとしている。わたしの言葉が、あなたがたのうちに根をおろして

いないからである。 



 8:38 わたしはわたしの父のもとで見たことを語っているが、あなたがたは自分の父から聞

いたことを行っている」。 

 8:39 彼らはイエスに答えて言った、「わたしたちの父はアブラハムである」。イエスは彼ら

に言われた、「もしアブラハムの子であるなら、アブラハムのわざをするがよい。 

 8:40 ところが今、神から聞いた真理をあなたがたに語ってきたこのわたしを、殺そうとし

ている。そんなことをアブラハムはしなかった。 

 8:41 あなたがたは、あなたがたの父のわざを行っているのである」。彼らは言った、「わた

したちは、不品行の結果うまれた者ではない。わたしたちにはひとりの父がある。それは神

である」。 

 8:42 イエスは彼らに言われた、「神があなたがたの父であるならば、あなたがたはわたし

を愛するはずである。わたしは神から出た者、また神からきている者であるからだ。わたし

は自分からきたのではなく、神からつかわされたのである。 

 8:43 どうしてあなたがたは、わたしの話すことがわからないのか。あなたがたが、わたし

の言葉を悟ることができないからである。 

 8:44 あなたがたは自分の父、すなわち、悪魔から出てきた者であって、その父の欲望どお

りを行おうと思っている。彼は初めから、人殺しであって、真理に立つ者ではない。彼のう

ちには真理がないからである。彼が偽りを言うとき、いつも自分の本音をはいているのであ

る。彼は偽り者であり、偽りの父であるからだ。 

 8:45 しかし、わたしが真理を語っているので、あなたがたはわたしを信じようとしない。 

 8:46 あなたがたのうち、だれがわたしに罪があると責めうるのか。わたしは真理を語って

いるのに、なぜあなたがたは、わたしを信じないのか。 

 8:47 神からきた者は神の言葉に聞き従うが、あなたがたが聞き従わないのは、神からきた

者でないからである」。 

 8:48 ユダヤ人たちはイエスに答えて言った、「あなたはサマリヤ人で、悪霊に取りつかれ

ていると、わたしたちが言うのは、当然ではないか」。 

 8:49 イエスは答えられた、「わたしは、悪霊に取りつかれているのではなくて、わたしの

父を重んじているのだが、あなたがたはわたしを軽んじている。 

 8:50 わたしは自分の栄光を求めてはいない。それを求めるかたが別にある。そのかたは、

またさばくかたである。 

 8:51 よくよく言っておく。もし人がわたしの言葉を守るならば、その人はいつまでも死を

見ることがないであろう」。 

 8:52 ユダヤ人たちが言った、「あなたが悪霊に取りつかれていることが、今わかった。ア

ブラハムは死に、預言者たちも死んでいる。それだのに、あなたは、わたしの言葉を守る者

はいつまでも死を味わうことがないであろうと、言われる。 

 8:53 あなたは、わたしたちの父アブラハムより偉いのだろうか。彼も死に、預言者たちも

死んだではないか。あなたは、いったい、自分をだれと思っているのか」。 



 8:54 イエスは答えられた、「わたしがもし自分に栄光を帰するなら、わたしの栄光は、む

なしいものである。わたしに栄光を与えるかたは、わたしの父であって、あなたがたが自分

の神だと言っているのは、そのかたのことである。 

 8:55 あなたがたはその神を知っていないが、わたしは知っている。もしわたしが神を知ら

ないと言うならば、あなたがたと同じような偽り者であろう。しかし、わたしはそのかたを

知り、その御言を守っている。 

 8:56 あなたがたの父アブラハムは、わたしのこの日を見ようとして楽しんでいた。そして

それを見て喜んだ」。 

 8:57 そこでユダヤ人たちはイエスに言った、「あなたはまだ五十にもならないのに、アブ

ラハムを見たのか」。 

 8:58 イエスは彼らに言われた、「よくよくあなたがたに言っておく。アブラハムの生れる

前からわたしは、いるのである」。 

 8:59 そこで彼らは石をとって、イエスに投げつけようとした。しかし、イエスは身を隠し

て、宮から出て行かれた。 

 

 

皆様おはようございます。 

すっかり温かく、４月の陽気になりました。 

今日は最高気温が１８度で、今週は軒並み最高気温が二桁台のようです。寒さを我慢してい

た体の緊張が急にほどけて冬の疲れがどっと出てくるかもしれません。花粉がぐんぐんと

成長して飛散したり、黄砂が飛んできて、アレルギー反応が出てくるかもしれません。依然

としてインフルエンザ等の危険もあります。どうぞ皆様ご自愛ください。 

 

先週の水曜日より受難節に入りました。そして４月３日の金曜日が受難日であり、その三日

目の後、４月５日は主の復活を祝うイースターの礼拝です。 

 

「わが神、わが神、なにゆえわたしを捨てられるのですか。なにゆえ遠く離れてわたしを助

けず、わたしの嘆きの言葉を聞かれないのですか。」 

詩編２２篇です。イエス様が「エリ・エリ・レマ・サバクタニ」」と叫ばれた箇所です。ゲ

ッセマネの園の箇所でもイエス様は「アバ父よ」と語られ、祈られました。 

しかし詩編２２篇の結末は素晴らしいものでした。 

 

22:23 主を恐れる者よ、主をほめたたえよ。ヤコブのもろもろのすえよ、主をあがめよ。イ

スラエルのもろもろのすえよ、主をおじおそれよ。 

 22:24 主が苦しむ者の苦しみをかろんじ、いとわれず、またこれにみ顔を隠すことなく、

その叫ぶときに聞かれたからである。 



 22:25 大いなる会衆の中で、わたしのさんびはあなたから出るのです。わたしは主を恐れ

る者の前で、わたしの誓いを果します。 

 22:26 貧しい者は食べて飽くことができ、主を尋ね求める者は主をほめたたえるでしょう。

どうか、あなたがたの心がとこしえに生きるように。 

 22:27 地のはての者はみな思い出して、主に帰り、もろもろの国のやからはみな、み前に

伏し拝むでしょう。 

 22:28 国は主のものであって、主はもろもろの国民を統べ治められます。 

 22:29 地の誇り高ぶる者はみな主を拝み、ちりに下る者も、おのれを生きながらえさせえ

ない者も、みなそのみ前にひざまずくでしょう。 

 22:30 子々孫々、主に仕え、人々は主のことをきたるべき代まで語り伝え、 

 22:31 主がなされたその救を／後に生れる民にのべ伝えるでしょう。 

 

 

イザヤ 9:1 しかし、苦しみにあった地にも、やみがなくなる。さきにはゼブルンの地、ナフ

タリの地にはずかしめを与えられたが、後には海に至る道、ヨルダンの向こうの地、異邦人

のガリラヤに光栄を与えられる。 

 9:2 暗やみの中に歩んでいた民は大いなる光を見た。暗黒の地に住んでいた人々の上に光

が照った。 

 9:3 あなたが国民を増し、その喜びを大きくされたので、彼らは刈入れ時に喜ぶように、

獲物を分かつ時に楽しむように、あなたの前に喜んだ。 

 9:4 これはあなたが彼らの負っているくびきと、その肩のつえと、しえたげる者のむちと

を、ミデアンの日になされたように折られたからだ。 

 9:5 すべて戦場で、歩兵のはいたくつと、血にまみれた衣とは、火の燃えくさとなって焼

かれる。 

 9:6 ひとりのみどりごがわれわれのために生れた、ひとりの男の子がわれわれに与えられ

た。まつりごとはその肩にあり、その名は、「霊妙なる議士、大能の神、とこしえの父、平

和の君」ととなえられる。 

 9:7 そのまつりごとと平和とは、増し加わって限りなく、ダビデの位に座して、その国を

治め、今より後、とこしえに公平と正義とをもって／これを立て、これを保たれる。万軍の

主の熱心がこれをなされるのである。 

 

ルカ 1:76 幼な子よ、あなたは、いと高き者の預言者と呼ばれるであろう。主のみまえに先

立って行き、その道を備え、 

 1:77 罪のゆるしによる救を／その民に知らせるのであるから。 

 1:78 これはわたしたちの神のあわれみ深いみこころによる。また、そのあわれみによって、

日の光が上からわたしたちに臨み、 



 1:79 暗黒と死の陰とに住む者を照し、わたしたちの足を平和の道へ導くであろう」。 

 

「苦しみにあった地にも、やみがなくなる」 

主のお苦しみによる贖いによって私たちに平和の光が昇りました。本当に感謝に絶えませ

ん。 

今日もガラテヤ書から主の恵みを味わいましょう。 

 

4:1 わたしの言う意味は、こうである。相続人が子供である間は、全財産の持ち主でありな

がら、僕となんの差別もなく、 

 4:2 父親の定めた時期までは、管理人や後見人の監督の下に置かれているのである。 

 4:3 それと同じく、わたしたちも子供であった時には、いわゆるこの世のもろもろの霊力

の下に、縛られていた者であった。 

 4:4 しかし、時の満ちるに及んで、神は御子を女から生れさせ、律法の下に生れさせて、

おつかわしになった。 

 4:5 それは、律法の下にある者をあがない出すため、わたしたちに子たる身分を授けるた

めであった。 

 

ユダヤ人たちは自分たちがモーセによる律法による契約の民であることに誇りを持ち、落

ち度なく律法を行い、異邦人のように律法も、契約も、救いも持たないものでないことを誇

りとしていました。しかしそれは昔のことである、養育係の中にある幼い時のお話であると

いうことが前章までに語られました。 

今日も重ねて語られています。本編が始まるときにすべてが分かるのです。 

 

「相続人が子供である間は、全財産の持ち主でありながら、僕となんの差別もなく、父親の

定めた時期までは、管理人や後見人の監督の下に置かれているのである。それと同じく、わ

たしたちも子供であった時には、いわゆるこの世のもろもろの霊力の下に、縛られていた者

であった。」 

 

１コリント 3:1 兄弟たちよ。わたしはあなたがたには、霊の人に対するように話すことが

できず、むしろ、肉に属する者、すなわち、キリストにある幼な子に話すように話した。 

 3:2 あなたがたに乳を飲ませて、堅い食物は与えなかった。食べる力が、まだあなたがた

になかったからである。今になってもその力がない。 

 3:3 あなたがたはまだ、肉の人だからである。あなたがたの間に、ねたみや争いがあるの

は、あなたがたが肉の人であって、普通の人間のように歩いているためではないか。 

 3:4 すなわち、ある人は「わたしはパウロに」と言い、ほかの人は「わたしはアポロに」

と言っているようでは、あなたがたは普通の人間ではないか。 



 3:5 アポロは、いったい、何者か。また、パウロは何者か。あなたがたを信仰に導いた人

にすぎない。しかもそれぞれ、主から与えられた分に応じて仕えているのである。 

 3:6 わたしは植え、アポロは水をそそいだ。しかし成長させて下さるのは、神である。 

 3:7 だから、植える者も水をそそぐ者も、ともに取るに足りない。大事なのは、成長させ

て下さる神のみである。 

 

 

「子供であった時には、いわゆるこの世のもろもろの霊力の下に、縛られていた者であっ

た。」 

 

私たちは大人であり、思慮深く、成熟した判断力で行動していると言いながら、どうして大

人になるという時に厚かましく、人を押しのけ、自分だけが偉いという風に傲慢な心を増や

し、子供のような素直な心、赦せる心を忘れてしまうのでしょうか。 

 

１コリント３章にありますように、主の弟子たちの間でさえ党派心、ライバル心がありまし

た。当の教師本人たちがというわけではなくて、その弟子たちが、内の先生のほうが偉いと

持ち上げたかったのかもしれません。 

 

「この世のもろもろの霊力の下に、縛られていた」。 

「世のもろもろの霊力」。それはこの世の基本的な考え、原理原則と訳することの出来る言

葉であり、いわゆる「常識」と訳することも出来るかもしれません。私たちは常識に従って

生きるということを教えられてきましたが、常識とはふわふわしたものです。またこの語は

「人の運命を左右する力のある超自然的な霊」とも訳されます。私たちは生き視するとしな

いとにかかわらず、様々な有象無象の力の支配の中に置かれています。自律的という言葉の

中にも、私たち不完全なものがどれだけ自信を律して正しく生きることが出来るのかとい

う脆弱性を含んでいます。 

 

律法とはすばらしいものですが、力ない子供のようなものには御することの出来ないもの

です。 

 

4:5 それは、律法の下にある者をあがない出すため、わたしたちに子たる身分を授けるため

であった。 

 4:6 このように、あなたがたは子であるのだから、神はわたしたちの心の中に、「アバ、父

よ」と呼ぶ御子の霊を送って下さったのである。 

 4:7 したがって、あなたがたはもはや僕ではなく、子である。子である以上、また神によ

る相続人である。 



神様は私たちへの愛のゆえに愛する御子を贖いとして私たちに与え、その新しい御子の地

による契約の中、私たちを義とし、神の子として成熟したものとして、片手食べ物を味わう

ことが出来るようにしてくださいました。そこに来て初めて私たちは律法を成就すること

が出来るのです。すなわちそれはキリストにある愛の律法です。 

 

１コリント 13:8 愛はいつまでも絶えることがない。しかし、預言はすたれ、異言はやみ、

知識はすたれるであろう。 

 13:9 なぜなら、わたしたちの知るところは一部分であり、預言するところも一部分にすぎ

ない。 

 13:10 全きものが来る時には、部分的なものはすたれる。 

 13:11 わたしたちが幼な子であった時には、幼な子らしく語り、幼な子らしく感じ、また、

幼な子らしく考えていた。しかし、おとなとなった今は、幼な子らしいことを捨ててしまっ

た。 

 13:12 わたしたちは、今は、鏡に映して見るようにおぼろげに見ている。しかしその時に

は、顔と顔とを合わせて、見るであろう。わたしの知るところは、今は一部分にすぎない。

しかしその時には、わたしが完全に知られているように、完全に知るであろう。 

 13:13 このように、いつまでも存続するものは、信仰と希望と愛と、この三つである。こ

のうちで最も大いなるものは、愛である。 

 

ローマ 13:8 互に愛し合うことの外は、何人にも借りがあってはならない。人を愛する者は、

律法を全うするのである。 

 13:9 「姦淫するな、殺すな、盗むな、むさぼるな」など、そのほかに、どんな戒めがあっ

ても、結局「自分を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ」というこの言葉に帰する。 

 13:10 愛は隣り人に害を加えることはない。だから、愛は律法を完成するものである。 

 

ヨハネ８章に有名な「真理はわたくしたちを自由にする」という言葉がありますが、ユダヤ

人たちにそれは理解できない言葉でした。彼らはかたくなに自分たちを自由なもの、誰にも

隷属しないものとしていたからです。私たちはどうでしょうか。イエス様がその素性を包み

隠さず語る、そういう個所は珍しいものです。しかしそこまでしてイエス様が伝えたかった

こと、イエス様の言葉こそが人を自由にするという言葉を宝として、聖霊の風を頂いて、今

週も導かれたいと願うのです。 

 

ヨハネ 8:27 彼らは、イエスが父について話しておられたことを悟らなかった。 

 8:28 そこでイエスは言われた、「あなたがたが人の子を上げてしまった後はじめて、わた

しがそういう者であること、また、わたしは自分からは何もせず、ただ父が教えて下さった

ままを話していたことが、わかってくるであろう。 



 8:29 わたしをつかわされたかたは、わたしと一緒におられる。わたしは、いつも神のみこ

ころにかなうことをしているから、わたしをひとり置きざりになさることはない」。 

 8:30 これらのことを語られたところ、多くの人々がイエスを信じた。 

 8:31 イエスは自分を信じたユダヤ人たちに言われた、「もしわたしの言葉のうちにとどま

っておるなら、あなたがたは、ほんとうにわたしの弟子なのである。 

 8:32 また真理を知るであろう。そして真理は、あなたがたに自由を得させるであろう」。 

 8:33 そこで、彼らはイエスに言った、「わたしたちはアブラハムの子孫であって、人の奴

隷になったことなどは、一度もない。どうして、あなたがたに自由を得させるであろうと、

言われるのか」。 

 8:34 イエスは彼らに答えられた、「よくよくあなたがたに言っておく。すべて罪を犯す者

は罪の奴隷である。 

 8:35 そして、奴隷はいつまでも家にいる者ではない。しかし、子はいつまでもいる。 

 8:36 だから、もし子があなたがたに自由を得させるならば、あなたがたは、ほんとうに自

由な者となるのである。 

 8:37 わたしは、あなたがたがアブラハムの子孫であることを知っている。それだのに、あ

なたがたはわたしを殺そうとしている。わたしの言葉が、あなたがたのうちに根をおろして

いないからである。 

 8:38 わたしはわたしの父のもとで見たことを語っているが、あなたがたは自分の父から聞

いたことを行っている」。 

 8:39 彼らはイエスに答えて言った、「わたしたちの父はアブラハムである」。イエスは彼ら

に言われた、「もしアブラハムの子であるなら、アブラハムのわざをするがよい。 

 8:40 ところが今、神から聞いた真理をあなたがたに語ってきたこのわたしを、殺そうとし

ている。そんなことをアブラハムはしなかった。 

 8:41 あなたがたは、あなたがたの父のわざを行っているのである」。彼らは言った、「わた

したちは、不品行の結果うまれた者ではない。わたしたちにはひとりの父がある。それは神

である」。 

 8:42 イエスは彼らに言われた、「神があなたがたの父であるならば、あなたがたはわたし

を愛するはずである。わたしは神から出た者、また神からきている者であるからだ。わたし

は自分からきたのではなく、神からつかわされたのである。 

 8:43 どうしてあなたがたは、わたしの話すことがわからないのか。あなたがたが、わたし

の言葉を悟ることができないからである。 

 8:44 あなたがたは自分の父、すなわち、悪魔から出てきた者であって、その父の欲望どお

りを行おうと思っている。彼は初めから、人殺しであって、真理に立つ者ではない。彼のう

ちには真理がないからである。彼が偽りを言うとき、いつも自分の本音をはいているのであ

る。彼は偽り者であり、偽りの父であるからだ。 

 8:45 しかし、わたしが真理を語っているので、あなたがたはわたしを信じようとしない。 



 8:46 あなたがたのうち、だれがわたしに罪があると責めうるのか。わたしは真理を語って

いるのに、なぜあなたがたは、わたしを信じないのか。 

 8:47 神からきた者は神の言葉に聞き従うが、あなたがたが聞き従わないのは、神からきた

者でないからである」。 

 8:48 ユダヤ人たちはイエスに答えて言った、「あなたはサマリヤ人で、悪霊に取りつかれ

ていると、わたしたちが言うのは、当然ではないか」。 

 8:49 イエスは答えられた、「わたしは、悪霊に取りつかれているのではなくて、わたしの

父を重んじているのだが、あなたがたはわたしを軽んじている。 

 8:50 わたしは自分の栄光を求めてはいない。それを求めるかたが別にある。そのかたは、

またさばくかたである。 

 8:51 よくよく言っておく。もし人がわたしの言葉を守るならば、その人はいつまでも死を

見ることがないであろう」。 

 8:52 ユダヤ人たちが言った、「あなたが悪霊に取りつかれていることが、今わかった。ア

ブラハムは死に、預言者たちも死んでいる。それだのに、あなたは、わたしの言葉を守る者

はいつまでも死を味わうことがないであろうと、言われる。 

 8:53 あなたは、わたしたちの父アブラハムより偉いのだろうか。彼も死に、預言者たちも

死んだではないか。あなたは、いったい、自分をだれと思っているのか」。 

 8:54 イエスは答えられた、「わたしがもし自分に栄光を帰するなら、わたしの栄光は、む

なしいものである。わたしに栄光を与えるかたは、わたしの父であって、あなたがたが自分

の神だと言っているのは、そのかたのことである。 

 8:55 あなたがたはその神を知っていないが、わたしは知っている。もしわたしが神を知ら

ないと言うならば、あなたがたと同じような偽り者であろう。しかし、わたしはそのかたを

知り、その御言を守っている。 

 8:56 あなたがたの父アブラハムは、わたしのこの日を見ようとして楽しんでいた。そして

それを見て喜んだ」。 

 8:57 そこでユダヤ人たちはイエスに言った、「あなたはまだ五十にもならないのに、アブ

ラハムを見たのか」。 

 8:58 イエスは彼らに言われた、「よくよくあなたがたに言っておく。アブラハムの生れる

前からわたしは、いるのである」。 

 8:59 そこで彼らは石をとって、イエスに投げつけようとした。しかし、イエスは身を隠し

て、宮から出て行かれた。 

 

◇祈祷；天の父なる神様、今日の礼拝を感謝します。「私たちは何者に

も隷属しない自由人であり」、自律的に生き、何者にも左右されない自



由で確固たる自分自身の考えを持っているとずっと考えておりました

が、私たちは、私たちをこれ以上なく愛してくださり、御子によって私

たちのすべての罪とがを贖って赦し、私たちを「高価で貴い、私はあな

たを愛している」と語ってくださる父なる神様のもとに帰るまでは、寄

る辺のない根無し草のような存在であったことが分かりました。あら

ゆる苦しめる方々を神様の救いと平安の中にお導き下さい。私たちの

家族と、地域の方々を祝福して下さい。私たちをお用い下さい。主イエ

ス様の御名によって祈ります。 


